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B 76 人工皮革と織布との袖山いせこみ量及びドレープ係数の比較

湘洋女大文家政　吉原頼子

目的　軸のいせこみ状態が、最も安定するいせこみ量は人工皮革では5・inであい織布の

毛では5 .2 cm、麻では4 ．2cmであった。この場合人工皮革では袖山曲線のゆるい設計試料

の時に、いせこみ状態がX り良好であね、ヽまた織布では袖山の高い和山曲線の急々試料に

おいて、良好であるという結果を得た。　今回は、各試料布のドレ―プ係数、剛軟度、厚さ

、重さ等、これらの材料特性が袖っけ時のいせこみ量及びモの状態にいかなる影響を与え

るものであるか追究を試みた。

方法　実験に用いた試料布は、人工皮革、絹、毛、綿、ナイロン、ポリエステル、キュプ

ラ、レーヨン、麻であるo 各試料布はドレープデスク一によね、ドレープ係数とノート値

を測定し、先に試作したﾈ匈試料の設計条件にしたがい、同様に柚試料を製作し、材料の特

性と試料布にょるいせこみ量の比較と、柚っけのできばえの検討を行ったｏ

結果　試料布ではドレープ係数が少ないほど. -4だノート値が多くなるほど、布の垂れ下
力りは大きく-ft る。モ０順序は絹＜毛く綿く人工皮革＜ナイロンくポリェスy- .ヽ＜々ユグ

ラくレーヨンく麻の順に大きく々る結果を得た。これら各試料布のドレ―プ係数及びノー

ト値からみて試料袖を比較した場合、ドレープ係数が少なく、ノート値が最も多い試料は

絹であね、この場合袖山の高さを低くしいせこみ量を少なくした場合に袖っけ状態が･良好

とたった。これとまったく逆の結果を得た麻の場合は、ﾈ匍山を高くぃせこみ量を多くした

場合が良好で、袖っけの仕上力りも良好左結果を得た。


